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【前川喜平氏オンライン講演会のお知らせ】 

昨年 3 月に予定しながら、コロナ禍のため中止を余儀なくされた前川喜平氏

の講演会をオンラインにてあらためて開催いたします。 

子どもたちが危ない！ 
―日本の教育はどこに向かっているのか― 

               

 講師：前川喜平 （現代教育行政研究会代表） 
まえかわきへい：1955 年奈良県生まれ。東京大学法学部卒業 1979 年文部省(現文部科学

省)入省。2016 年文部科学事務次官、2017 年退任。同年 5 月の記者会見で加計学園の獣

医学部新設について「行政が歪められた」と発言。現在自主夜間中学のスタッフとして

活動。現代教育行政研究会代表。主な著書に『面従腹背』（毎日新聞出版）、『前川喜平 

教育の中のマイノリティを語る』（明石書店）、共著に『同調圧力』（角川新書）など。 

2006 年の教育基本法の改正を大きな転機とし

て、道徳の教科化、新学習指導要領による国語

教科書の変化、などなど、日本の教育と子ども

たちの未来にとっていささか「危うい」動きが

相次いでいます。 

 加えてこのコロナ禍による子どもたちをとり

まく環境の激変。ますます厳しくなる貧困問題

も看過することはできません。 

 突如浮上してきた「こども庁」構想をはじめ、

いま政府が目指しているものは何なのか？ 日

本の教育は子どもたちをどこへ連れて行こうとしているのか？ 長く文

部行政に携わり、その豊富な知識と経験から鋭い発言で時代に警鐘を鳴

らし続けている前川氏から、昨今の危うい状況について忌憚のないお話

を伺います。「子どもたちの危機」はとりもなおさず「私たちの危機」で

す。多くの皆さんのご参加をお待ちしています。 

● 2021年 6月 26 日(土曜日）14:00 16:00 
ＺＯＯＭによるオンラインで開催：参加費 1000円＊定員：200人（申し込み先着順）。 
主催：「フォーラム・子どもたちの未来のために」実行委員会 
絵本学会、絵本作家・画家の会、童話著作者の会、日本国際児童図書評議会、 
日本児童図書出版協会、日本児童文学者協会、日本ペンクラブ「子どもの本」委員会 

●お申し込みの方法は次のページをご覧ください！ 

速報 

 

http://www.f-kodomotachinomirai.com/


★参加ご希望の方は下の QR コードまたは URLからお申し込み下さい。 

https://kodomo-mirai20210626.peatix.com/ 
講演会へのお問い合わせ、また、「フォーラム・子どもたちの未来のため

に」へのご質問、感想等は f.kodomo.mirai@gmail.com 

までお願いいたします。 

 

〈前川氏の著書から〉 
★前川氏には数多くの著書がありますが、ここではその中から 2冊をご

紹介いたします。まず 1冊目は「面従腹背」（毎日新聞出版・2018年）。 

「何よりもまず『個』であるべきだということは、

政治家だけでなく一般の公務員にも当てはまる。

（中略）後輩である現役公務員に伝えたいのは、組

織の論理に従って職務を遂行するときにおいても、

自分が尊厳のある個人であることを決して忘れては

ならないということだ」（「はじめに」より）という

氏の強い思いから書き下ろされたもの。38年間に及

ぶ文部省・文部科学省での具体的な経験、事実をも

とに、「政治と教育」、「教育基本法の改正」などの

問題について語られています。巻末の寺脇研氏倉重

篤郎氏との特別座談会「加計学園問題の全貌を激

白」も見逃せません。 

 もう 1冊は「同調圧力」（角川新書・2019年）で

す。話題となった映画「新聞記者」のモデルでもあ

る東京新聞社会部記者の望月衣塑子氏、元ニューヨ

ークタイムス東京支局長マーティン・ファクラー氏

との共著で、前川氏は第 2章「組織と教育現場の同

調圧力」を執筆されています。こちらの巻末座談会

は 3者による「同調圧力から抜けだすには」、映画

「新聞記者」の劇中座談会でもあります。 

「ひとりの勇気で社会は変えられる」という帯の言

葉にも元気づけられます。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

●7月にはリレートークも開催！ 
 前川氏の講演会を受けて、7月 17日（土）31日（土）の 2回、オンラインに

よるリレートーク「今、私たちにできること（仮）」を開催いたします。2日間計 10

名の作家、画家、評論家、翻訳家の皆さんが各々の場所で「今、できること」

「すべきこと」「していること」についての思いを語ります。 

登壇者は降矢なな、那須田淳、令丈ヒロ子、十々夜、松本猛、廣川沙映子、

濱野京子、工藤純子、佐藤まどか、さくまゆみこ（順不同）の各氏です。詳細は

次号でお知らせいたします。お楽しみに！ 

●フォーラムニュース 26 号をお届けします。昨年、新型コロナウイルスの感染拡大の

ため中止せざるを得なかった前川氏の講演会をどうしたら実現できるかは、この 1 年

間の私たちにとって大きな課題でした。オンライン学習会等の経験を積み、ようやく

開催にこぎつけることができました。どうそ皆様ふるってご参加ください！ （O） 

https://kodomo-mirai20210626.peatix.com/
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